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庄内地方にbけるブユ類の生態学的研究(第 1報〉
五十嵐敬司
(山形大学農学部応用動物学研究室)
昭和34年9月30日受領
Keiji IGARASHI: Ecological Studies on the Black Flies in Shonai 
District， Yamagata Pref配 ture( 1 )*
緒言
ブユ類は，山麓地や谷川の多い地域などで
人畜を襲って吸血し，大きな被害を与える.
その防除については，幼虫の棲息地である流
水域に DDT.BHC・リンデン乳剤などを投
入する方法がいろいろと研究され，又すでに
実施されている地域も多く，その効果への期
待も大きい.
ところで， この方法の具体的な実施に当っ
て，まず幼虫の棲息地域，人吸血性の種の発
生消長，幼虫の流水中での行動などの生態が
明らかになれば，より効果的に防除を行うこ
とができるわけである.
筆者は，此の見地から，1956年と1959年に
山形県庄内地方においてブユ類の幼虫を中心
に調査を進めてきたが，ここにその一部を報
告し防除の一助にしたいと考える.
稿をすすめるに先立ち，終始親切に御指導
下さった当研究室の恩師阿部嚢教授，同定の
労をとられた国立予防衛生研究所の緒方一喜
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第1図
圧内地方略図
氏に心から御礼申し上げる.
庄内地方の主要なブユとその発生状況
1.成虫
(調査場所及び期日)
1)鶴岡市青竜寺滝沢:1956年5月3日
2)鶴岡市新山:1956年5月4日
3)飽海郡遊佐町十里塚 :1958年8月13日
4)鳥海山御浜:1959年8月30日
5)鶴岡市青竜寺滝沢:1956年9月5，6日
これらの採集地のうち 4) は山麓地でなくて 1，500m位の山地であり， 1) 2) 5) は純
* Contributions from the Laboratory of Applied ZooIogy， Faculty of Agricultirre， 
Yamagata University. No. 52 
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然たる山麓地， 5)は海岸砂丘地である.
(調査結果)
上記の採集した成虫の総数は421頭であり，その結果を第 1表に示した.
これによると，採集地 4)ではプシマダラプユ前mulium(8imuliwn) japonicum MA' 
TSUMURAが， 1) 2) 3)及び 5)などの山麓地では， 春から初夏にかけてはキアシオオ
ブユ Prosinwl似myezoense SHJRAKIが，又夏から晩秋 にかけて は ヒメアシマ グラブユ
8im'ulium (8imuli'um) venust!7n SA Y が圧倒的に多 く，この3種が庄内地方では人を襲う
ことが確認された.
第 1表庄内地方で採集された人吸血性のブユ成虫
¥ f3 ~ I滝 沢 l新 山 l十 里塚 |鳥海山 戸 沢寸計
時 I(1956-V -3) I (1656-V -4) I (1958-VIl-13) i (1959-VIl-30) '(1956-V -5， 6y 
アシマ 夕、 ラブユ 。 。 。 9 Simu!向mj"poni仰 m
ヒメ アシマ夕、ラプユ 2 16 。 204 222 Simulium 四 7l'包括的m
アオキツメトゲfフ♂ユ 。 。 。 2 2 Simuliumωki 
キ アシオオブユ 106 。 。 O 188 t予osimuli計umy但oe悶~I 
108 82 16 206 421 
n.幼 虫及び蝿
(調査場所及び期日)
1) 1959年8月 7，8日，山形県飽海郡遊佐町吹滞から鶴岡市水沢にかけて，庄内平
野の山麓地帯一円の流水域の調査を行った.採集地は次のようである.
遊佐町吹浦， 箕輪，下当;八幡町芹田;酒田市生石;松山町山寺 ;羽黒町蹴1;鶴岡市
青竜寺滝沢，新山， 湯田11，水沢の諾流水域.
2) 1956年4月から11月まで， 毎月鶴岡市青竜寺滝沢で幼虫・ 輔の採集を行った.
3)その他， 1959年8月11日， 東田川郡羽黒町政1;周年3月21日， 飽海郡相沢川;
同年4月3日，飽海郡八幡町前1;周年3月31日， 鶴岡市新山の小渓流などでも採集を行
った.
4)飽海郡松山町山寺では1959年3月から毎月幼虫・踊の採集を行っている.
上記の棲息、場所は，いずれも平地から山麓地にいたる所であり，しかも成虫の被害の大き
い所で，50頭を最低限度として採集した(ただし，採集地 2) 4)の採集法は後述).
(調査結果)
A 幼虫・踊からみた庄内各地の B月のブユ相
上記 1)及び 3)の地域で採集されたもののうち 8月の日付けのある ものの中で多か
ったのはウチダツノマユプユ 8imulium(Eusimuliul1) twhidai (T AKAHASHI)，ツメトゲプ
ュルinwlium(οiagmia) ornalum (MEIGEN)，ウマブユ 8imulium'(Wilhelmia) s:uopiense 
EOWAROS，ヒメアシマグラブユ 8imuli'um(8.) venustm SAY，アオキツメトゲブユ 8imu.
hum (Odagmia)ロokii(T AKAHASHI)などであった.このう ちで，既に人を襲 うことが知ら
れている種類は8.(ベ)venustumと8.(0.) aoKiiで，これは成虫の採集結果の一部と一致し，
8月の人吸血性のプユはこの両穫であろうと思われる.なお，アシマダラプュ 8imulium
(8.) japonicum MATSUMURAや ニッポンヤマプユ 8imulれ1m(Gn削 nacojαpiSMARTも
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第2表庄内地方各地の幼虫・蝋(採集数)の主要種 (7.8VI 1959) 
名 / 場 所 |滝沢|湯田川|水沢|吹浦|箕輪|下当|芹田|計種
% 
ウチダツ ノマユブュ S.問 hidai 9.1 7.1 5.3 。 89.9 
オタノレツノマユブュ S. subC08ωtum 7.0 。。 2.1 。。 9.1 
s. (E.) sp 。。1.8 。1.8 
ウマプュ S. salopiense 。。。86.3 0.5 98.2 
アシマダラブュ S. japonicum 3.8 0] 3.6 。 01 0 。7.4 
ヒメアシマ ダラブユ ・アオキツメト ゲFブュ 42.3 56.91 24.6 4.0 0: 31.0 65.0i 223.8 S.叩偽旬、stum& S.αokii 
ツメトゲブュ S.印官αtum 0.5 。。 。73.3 56.9 12.8 153.5 
採 集 頭 数 48頭 5~: 57 272 81 58 144 
備考;同定できなかった個体，採集僧体数の少なかった種の頭数は表示していない.
少数ではあるが採集されている. 第2 第3表庄内地方北部の谷川の幼虫 ・踊(春季)
表にその主な種を示した 種 名/場 所 |相沢川前川 計
B.春期におけるブユ相
3) の採集地のうち，春季に採集さ
れた幼虫・ 踊は第3表のようである.
これによると，p，.osimulれI，m 属の種と
S. japollIGumの多いことがわかる.こ
の2種は人吸血性の種であり，成虫の
採集でも春季にこの 2穫が多かった.
c 一流域におけ=Q周年発生状況
採集地 2)の滝沢は11巾 2-3m，全
長約 3kmの小支流で，その下流削1
巾15-20m位の青竜寺川に入る.採
集は，滝沢の全流域に10カ所の観察点
を設けてその全部から，毎月一回10分
間採集によって行われた.
採集した総数は幼虫・輔をあわせ3
732頭で， その うち主要な種類
は Prosimul，iumyezoense SHIRAKI， 
S. uchidai， S. t沼nustum，S. aokii， 
オオプ‘ュ P. lurtipes 
アシマダラ ブュ S.jap側 icum
ウチダツノ マユブ、ュ S.間 hidαi
% 
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P. hirtipes 
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第2図
採集頭数による幼虫 ・婦の出現状況の推定(滝
沢，1956) 
S. japonicurnなどであった.第2図にこれらの主要種の採集個体数を示した.
細流における幼虫・踊の分布
可児 (1952)は，賀茂川のような割合に河巾の大きい河では，ブユ幼虫の分布帯は大体
4区にわけられ，それは地理学的な河川区分， 源流，上流，中流，下流とよ く一致するこ
とを報告している.このことはその後，他の研究者によっても観察研究されている.
ところで山麓地などのブユ多発地帯の細流には，人吸血性の種類の幼虫が多数棲息して
いるが，筆者はこのような細流での分布型の特徴を知る目的で次のような調査を行った.
(調査場所及び期日)
1956年 4月から11月まで毎月 1回，鶴岡市青竜寺滝沢で約 30伽nおきに観察地点を10カ
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S. uchidai S. japonicum， S. tuberosum 
S.venustu田&S.aokii 
P. yezoense 
所設け，それぞれの地で10分間採集を行った.
(調査結果)
この調査結果を第3図a及びbに示す.縦軸に，主
流への合流点，即ち滝沢の落口からの距離，横軸に月
をとって月毎に分布型が変化することを示した.
流水中における幼虫の行動
幼虫の流水中での行動の一端を知るために次のよう
な2つの調査を行った.
1.植物片上における幼虫の個体数の変化
(調査方法)
鶴岡市青竜寺滝沢の下流域で、1956年11月4日から19
日まで7固にわたって，同一植物片ょに吸着していた
幼虫の個体数の変化を記録した.植物片は水底から水
中に出ているヤナギの根で，早瀬の部分をはずれて少
しそれより上流の位置にあった(長さ約17cm).観察に
当つては，幼虫の吸着位置の流れが変化しないように
注意した.なお，この附近の優勢な幼虫は S.aokiiと S.Vi:nustumであった.
(調査結果)
このヤナギの根には最初8頭の幼虫と 8頭の輔が吸着していた，幼虫と踊の変動は第4
表の通りである.
これによると，幼虫の吸着数は一定ではなく， しだいに減って11月6日には，幼虫数は
Oとなりながら(なお，この時糸を号|いて下流に漂っているものがいないかを注意した)そ
の後再び11月10日の調査では8頭も吸着しているのが観察された.幼虫個体は減って2頭理
となり，その後雨が降りつづいて調査不能であったが11月18日には12日の時の個体とは明
らかに異る個体が2頭吸着していた.このあとは雨で増水して，ヤナギの根は流失した.
2.流水中で幼虫が吸着する位置
幼虫が吸着位置から離れた場合，
調査を行った.
(調査方法)
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その後の幼虫の行動を知る手がかりとして次のような
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1956年8月31日から 9月9日までの
間，鶴岡市青竜寺滝沢の下流域で径
2cm位の柳の枝を 2本つぎたして 約
4m 1:立の棒とし，これに 30cmおきに
マークをつけて谷川lの水面から5cm位
吸着する幼虫数を調
13 
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:l]1i 11 
の深さにひたし，
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?
2 l 
8月31日
9月2日
9月4日
9月9日
9月16日
5十
査した.上記期間中に5回調査し，算定した個体はその日 のうちにとり去った.
の時の優勢な幼虫は，S. aokiiとS.'Usnustumであった.
(調査結果)
第5表に示すよ うに幼虫吸着数が最も多かったのは早瀬の部分で、あった.即ち，水中に
ひたしたヤナギの校の 3区から 8区にかけてと11区から校の末端までの 2カ所で流速が大
きくなっていたが， この部分の幼虫の吸着数が多く，この2つの流速の谷にあたる 9区，
10区の部分では幼虫の吸着はまったく少なかった.
一般的考察
v 
」なお，
1 
1.ブユ相について
庄内地方産の種を概観してみると， 8. ornatumや P.yezoenoe， P. hirtipesなどの北方
性の種の多いのが目立ち，逆に暖地性の種である S.bidentatU1nは極めて少ない.このこ
とは当地方の地理上の位置からいって当然であろう.
庄内地方のプユのうちで，人を襲って吸血するものは山麓地では皮切nustum，S. aokiiと
P. yezoense，山地ではS.japonicumの4種であるという見当がついたが，このうちS.venustunJ. 
は全国的に分布して人を襲う種類だといわれ，当地方でも多数の個体が採集 されている.
P. yezoenseは，多くは牛・ 馬などによくつきまとっているが，人の頭の上で煙のよう に密
集しながらとんでいるのが何度も観察できた. しかし，あまりしつつこく吸血はしないよ
うである.8. j'1ponicumについては採集頭数が少ないので，更に調査したい. 又，S. aokii 
は滝沢で成虫が数頭採集されたが，地域的に幼虫も多く被害も大きいのかもしれないが，
今の所まだわからない.
一方，谷川などにすむ幼虫・ 輔の調査から人吸血性の代表種といわれる S.nacojaμの
踊が採集されたが，この種も多く発生するのかもしれない.いずれにしても，成虫の周年
調豪を大々的に各地で行う必要がある.
2.発生状況について
P. yezoenseの滝沢における羽化の時期は5月上旬から 6月上旬頃まで、つづ、くと考えられ
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る.緒方ら (1956)は青森 ・新潟 ・長野 ・広島の4カ所で P.hirtipesの発生時期の調査
をし，北方へ行く ほど出現時期がおそく ，長野では 5，6月頃，青森では7月中旬頃に成
虫の活動の終憶がみられたという.
筆者が周年調査を行った滝沢では同じ ProsimUl叩m属の P.yezωη，se が特に多かった
ため，幼虫・踊の発生状況からの推察ではあるが，ほぼ成虫の羽化期をつかんだと思われ
る.叉，採集結果から見ると P.hirtipesも大体同様な羽化を行うようである.これは長
野の羽化状況と同じである.
一方，8tmulium属の方では P.yezoenseに少しおくれて 8.ja]xmic'Um が多く採集さ
れたが，この種類は 8月になると少くなり，採集されるものはいずれもまだ若い 3mm位
の幼虫のみとなった.このことから 8.j中om'cumは5月下旬から 7月にかけて，成虫の
羽化の山が予想、される.また， 8. aokiiと S. ven.usl'um は春期にはあまり多くなかった
が 6年の調杢時に幼虫 ・輔がふえ，がくには金流域にみられるようになった.これらの種
では，幼虫の採集される時期には大体輔も採集されるため，成虫の羽J化の山はおさえるこ
とができなかった.
3.幼虫・踊の分布型
調査の結果から，細流(川巾は下流で 1-3m位の支流のようなもの)では次のような
事実が認められた.
1)流れの状態が季節によって変化するのにつれて，分布の様子も大きく変化する.
まず水量の多い 5-6月は中流域では，著しい急流となり，ここには 8. japo叫側m，P. 
yezoenseが多かったが，7-11月は水も少なく流れもゆるくなる.こ の時期にはS.japollicnm 
は羽化が始まると考えられ，幼虫 ・捕は減り，これにかわって金流域に 8. venUJstnmや
8.αokiiが多くなる.
2) 8. .iaponicum や P.yazoense のよう な流れの早い所にすむ種類のすぐ近くに，
S. uchidaiなどのような比較的流れの弱い，小さい流れの多い種類が接近して棲息してい
ることが多い.これは中流域から源流へいたる過程でブユ相の移行の状態といえるかもし
れない.)11巾が狭くなれば当然早瀬の多くの流心線は統一されて数が少なくなり，早瀬に
しか棲めないプユ幼虫はその部分だけに集らなければならないことになる.従って，S. 
jαponicumも S.uchidaiも近い所に接近して吸着するわけである.第3図aの滝沢型の
谷川では最上流に 8.'Uchidaiが，その下方に P.yezoenseや 8.j:Lpon.icwnが，又時期
によっては 8.vennsturitと 8.aokiiが，とにかく木完全ながら分布帯をもっ.一方，山
寺型の細流になると金流域にそれらがおたがいに近い所にすんでいる(第3図 b).
4.幼虫の移動
第3図及び第4表の結果から考えて，一般の谷川でも植物片上の幼虫の吸着数は常に変
化していること，叉同時に常に多数の幼虫が押し流され，再び下流の他の植物片に吸着す
ることが容易に想像される.
幼虫のすんでいる流水域で分布調査をする際，植物片上に少数の幼虫が散らばっている
場合と多数の幼虫が密集している場合とがあるが，前者はこの流れてきた幼虫が吸着した
状態，後者は前者の状態が生ずる前の段階で，ここの流れの状態が吸着生存してヤくの
に具合が悪くなると離れて流れにのり，下流に移っていくのではなかろうかと考えてい
る.
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摘要
1.山形県庄内地方において，ブユの主要な種類，発生?首長，幼虫の細流における分布，
流れ中での移動などについて生態学的な調査を行なった.
2. すでに知られている人吸血性の種類のうち，当地方で採集されたものは， ヒメアシ
マグラブユ 8imulium(8.)切目別tum・アオキツメトグブユ/;;'.(0.)切れz・アシマグラブユ
8. (8.) japonicum・オオブユ P.hirti'[.沼S・キアシオオブユ P.yezoenoe・=ツポンヤマブユ
8. (G.) nacojapiであり 8.venu.，tumが最も優勢な種であった.
3. P. hirtipes • P. yezoe附 E は成虫羽化期が5月上旬から 6月上旬頃までであり， 8. 
japonicwnはこれより多少おくれて羽化すると考えられ， 8. ven附 tumとS.aokiiは周年
発生し，その山をつかむことはできなかった.
4. 山麓地帯に多い)11巾 1-2mの小さい支流など(山寺型のような)では，幼虫の分
布は季節的に変わり，又金流を通じて数種が混棲とまではいかなくても，それに近い棲み
方をしている場合が多く，例えば 8.uchidaiや 8.(E.) subcostatmnのような細流に多い
種類と 8.j叩onicumや P.yezoenseのような中流域の急流に多い種類が近い所にすんで
いる.
5.幼虫の流水中での移動はかなり多い.植物片などに吸着しているものは， しだいに
へり，下流の早瀬部分に移動してそこの植物片などに吸着する.
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Summary 
In the present paper， th告 authordealt with some ecological investigations of black 
flies in Shonai district， Yamagata Prefecture. The results obtained are summarセed
as fol1ows: 
1. In some species of black flies which bite men， the species inhabiting in 
Shδnai district were as fol1ows :創刊luli'wn(8叩 lulium)切 11'ustwns，8imuZiωη (8il1ndiwn) 
jαp仰 iC'U1J1， PTO.~?J1uZiwn hu.t匂万九 PTOsimul向m yezo側 -Se， 訓muZ叩m(副知ul初旬1)αokii，
8imulium (Gnus) nαcojapi. Especially， the dominant species of black flies was 8. 
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切 れustum.
2. Adults of two species which belong to Genus Prosimulium， P. hirtiz-沼s，P. 
伊zoense，emerged during May， and 8. jαponicum a litle later than this period， and 
other two species， S. venustum and 8. aokii were observed throughout the year in 
Shonai district. 
3. In every p釘tof the sma1l rivulets (1-3 km long) ofthe mountain-side， larvae 
of 8. uchidai and 8. jα;ponicum were s伐泊 tobe living together. 
4. It was observed that the number of the larvae which stuck to a piece of 
plant in the stream， was inconstant， and larvae which were carried down stuck to 
another pi配 eof plant in the rapids of the lower parts of the stream. 
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